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これからは安全で環境にやさしい消毒が求められます

オゾンとは

　１）自然界に存在し、フッ素に次ぐ強い酸化力で消毒します。

　　　→　安心かつ強力な消毒方法です。

　２）オゾンは酸素に放電することで生成できます。

　　　→　低ランニングコストです。

　３）生成し余ったオゾンは酸素に戻すことができます。

　　　→　中和の必要がありません。

　　　→　残留毒性がありません。

　　　→　環境にやさしい消毒方法です。

　４）劇毒物、毒物、発がん性物質の指定はありません。

　　　→　法で定められた管理者を置く必要はありません。

　IHIオゾン リネン消毒庫　ＯＲ－Ｖシリーズ

　１）　ポイント　その１　（真空引き）

　　　　ホルマリン、エチレンオキシドガスとも　「あらかじめ真空にした装置にガスを注入」と規定されています。

　　　　ＯＲ－Ｖシリーズは装置を真空にしてからオゾンを注入します。 リネン類の中までオゾンを到達させます。

　２）　ポイント　その２　（簡単操作）

　　　　・自動運転 操作は簡単、全て自動運転で確実な消毒効果が得られます。

　　　　・消毒業務のエビデンス 記録計でオゾン濃度を出力できます、消毒業務をエビデンスとして

確実に残す事ができます。

　３）　ポイント　その３　（安全性）

　　　　・残留ガス濃度　　　　　　　　　 ＯＲ－Ｖシリーズは消毒庫内のオゾンガス分解濃度を計測し、庫内にオゾンを残しません。

　　　　・リネン類への残留 オゾンは酸素に戻る性質があることから、基本的に残留の心配はありませんが、

ＯＲ－Ｖシリーズはオゾン分解時にも真空引きを行う為、布団等の厚物の内部にもオゾンを残しません。

　　　　・オゾン漏れ防止対策 特殊高気密扉（クラッチドア＋パッキン空気圧密着方式＋二重パッキン）を採用しオゾンを漏らしません。

運転中は扉のロック機能により、誤操作の心配がありません。停電時にもロックを継続します。

　　　　・オゾン漏れ検知対策 万が一オゾンが漏れた場合は、オゾンセンサーにより漏れを検知し、自動的にオゾンを分解するとともに

警告灯とブザーで作業者に知らせます。

　４）　ポイント　その４　（高効率オゾン発生器）

　　　　ＯＲ－Ｖシリーズに搭載しているオゾン発生装置は、空気中から酸素を取り出し、酸素からオゾンを生成するＰＳＡ方式です。

   

オゾン消毒工程 オゾン分解工程
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ＯＲ－５Ｖ設置事例と設置型リフタ

ＯＲ－Ｖシリーズ　消毒工程

消毒庫内寸法 　幅　１３５０ｍｍ　×　高　１９００ｍｍ　×　奥　２５００ｍｍ

処理時間 　約４時間　　

（オゾン消毒処理＋オゾン分解無害化処理込）

消費電力 　ＡＣ２００Ｖ　４ｋＷ

重量 　約３５００Ｋｇ

消毒庫内寸法 　幅　１２００ｍｍ　×　高　１９００ｍｍ　×　奥　１５００ｍｍ

処理時間 　約３時間　　

（オゾン消毒処理＋オゾン分解無害化処理込）

消費電力 　ＡＣ２００Ｖ　４ｋＷ

重量 　約２７００Ｋｇ

標準専用台車 外寸法（５Ｖ用） 　幅　１２００ｍｍ　×　高　１４２０ｍｍ　×　奥　１０００ｍｍ

1 　ハンドリフト方式

2 　設置型リフタ方式

3 　消毒庫　ピット落とし込み方式

寸法仕様は概略参考です、詳細は別途になります

標準タイプ

ＯＲ－５Ｖ

小型タイプ

ＯＲ－３Ｖ

台車搬入方法


